	部会名：河川工学・水文学・水理学
	氏名：白川直樹
所属：筑波大学

	年
	事項
	関連する社会一般事項

	1992
	土木学会水理委員会「水工学論文奨励賞」創設
	国連環境開発会議（リオデジャネイロ）

水と環境に関する国際会議（ダブリン）

生物多様性条約

	1993


	国際水理学会（IAHR）第25回世界大会を東京にて開催

河道の水理と河川環境シンポジウムを開催（後の河川技術シンポジウム）
土木学会水理委員会河川懇談会設立
	環境基本法施行

	1995


	河川生態学術研究会設立

アジアモンスーンエネルギー水循環研究観測計画（GAME）開始

ユネスコ国際水文学計画（IHP）東南アジア太平洋地域運営委員会を東京・山梨で開催
	生物多様性国家戦略

長良川河口堰モニタリング(1995-1999)

	1996
	第1回水シンポジウムを鳥取にて開催
	世界水会議（WWC），世界水パートナーシップ（GWP）を設立

	1997


	応用生態工学研究会発足
	河川法改正

COP3，京都議定書

第1回世界水フォーラム（マラケシュ）

	1998


	土木学会水理委員会に河川部会発足

土木学会水理委員会「水工学論文賞」創設

建設省土木研究所，岐阜県川島町に自然共生研究センターを設置

水源地生態研究会議設立

ユネスコ国際水文学計画（IHP）政府間理事会議長に竹内邦良が就任
	

	1999
	土木学会：『水理公式集平成11年版』
	環境影響評価法施行

	2000
	
	「水」がUNESCOの最優先課題に
世界水アセスメント計画(WWAP)設立

第2回世界水フォーラム（ハーグ）

ミレニアム開発目標（MDG）提示

	2001


	国際水文科学会（IAHS）会長に竹内邦良が就任

統合地球水循環強化観測期間プロジェクト(CEOP)開始 

WWAP第1回統合会議を国連大学（東京）で開催
	省庁再編

IPCC第三次評価報告書

土砂災害防止法施行

水防法改正
国際淡水会議（ボン）

	2002
	アジア太平洋水文水資源協会（APHW）設立（初代事務局長：虫明功臣）

土木学会：『水理公式集例題プログラム集』
	持続可能な開発に関する世界首脳会議

（ヨハネスブルグサミット）

	2003


	第3回世界水フォーラムが京都・大阪・滋賀にて開催される

土木学会「水理委員会」を「水工学委員会」に改称

土木学会「水理講演会」を「水工学講演会」に改称
	自然再生推進法施行

第1回地球観測サミット

国際淡水年

水に関するＧ８行動計画（エビアン）

ACC/SCWRを改組し国連水関連機関調整委員会（UN-Water）を設置

	2004
	
	国連水と衛生に関する諮問委員会（UNSGAB）設立
特定都市河川浸水被害対策法施行

	2005
	ユネスコ水災害・リスクマネジメント国際センター（ICHARM）を土木研究所内に設立
	国連防災世界会議（神戸）
水防法の再改正
外来生物法施行

	2006
	第3期科学技術基本計画の分野別推進戦略において「健全な水循環と持続可能な水利用の実現」が個別政策目標となり「水・物質循環と流域圏研究領域」が研究領域となる
	多自然川づくり基本方針

	2007
	国際水工学会（IAHR）会長に玉井信行が就任

アジア太平洋水サミットが大分別府で開催される
	IPCC第四次評価報告書

	2008
	水科学・水工学に関する国際会議（ICHE）が名古屋で開催される
	国際衛生年


